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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】基礎追加インスリン療法を行っている小児・思春期 1型糖尿病患者において，アディポサイ
トカインが基礎インスリンと追加インスリンの必要量を規定する因子のひとつである可能性を検討
した． 
【対象】血糖コントロール良好な 1型糖尿病患者 31名を対象とした． 
【方法】随時採血で，総アディポネクチン，高分子アディポネクチン，プラスミノーゲン活性化抑制
因子（PAI-1），腫瘍壊死因子（TNF-α），インターロイキン-6（IL-6）を測定し，年齢，性別，体格
指数標準偏差（BMI-SD），ヘモグロビン A1c，総インスリン量（単位/kg），基礎インスリン量（単位
/kg），追加インスリン量（単位/kg）とアディポサイトカインとの関連を分析した． 
【結果】追加インスリン量は，高分子アディポネクチンと負の相関，IL-6 とは正の相関を認めた．
一方，基礎インスリン量は，BMI-SD と正の相関を認めたが，いずれのアディポサイトカインとも相
関を認めなかった．BMI-SD は，TNF-αと正の相関を認めたが，その他のアディポサイトカインとは
相関を認めなかった．また，年齢や性別は，いずれのアディポサイトカインとも相関を認めなかった． 
【結論】追加インスリン量が，アディポネクチンと負の相関，IL-6 と正の相関を認めたことは，こ
れらのアディポサイトカインを介したインスリン抵抗性が追加インスリン量に影響を与えている可
能性が示唆された．しかし，基礎インスリン量は BMI-SD と有意な相関を示したが，アディポサイト
カインとは関連を示さなかった．肥満およびアディポサイトカインは，決して単純な関係ではないも
のの，各々が 1型糖尿病患者の必要インスリン量に対して影響を与えていることが分かった． 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
Basal-Bolus（基礎-追加）療法を行っている小児 1型糖尿病患者において，追加インスリンが食事
の影響を強く受けるのに対して，基礎インスリンを規定する因子が何であるかはよく分かっていない。
本研究の目的は、基礎追加インスリン療法を行っている小児・思春期 1型糖尿病患者において，アデ
ィポサイトカインが基礎インスリンと追加インスリンの必要量を規定する因子である可能性を明ら
かにすることである。 
対象は大阪市立大学医学部付属病院小児科に通院する小児１型糖尿病患者で Basal-Bolus 療法を
行っている患者で同意を得られた 31名 (男児 13名，女児 18名，5歳~14歳，平均 11歳)であった。 
方法は随時採血で，総アディポネクチン，高分子アディポネクチン，PAI-1，TNF-α，IL-6を測定
し，年齢，性別，BMI-SD，HbA1c，総インスリン量，基礎インスリン量，追加インスリン量との関連
を分析した。各々の臨床パラメーターおよびアディポサイトカインについて Pearsonの相関解析を行
った。また Base/kgを従属変数として多変量解析 (ステップワイズ法) を行った。 
追加インスリン量は，高分子アディポネクチンと負の相関，IL-6とは正の相関を認めたのに対し，
基礎インスリン量は，BMI-SD と正の相関を認めたが，いずれのアディポサイトカインとも相関を認
めなかった。BMI-SD は，TNF-αと正の相関を認めたが，その他のアディポサイトカインとは相関を
認めなかった。 
以上のことから、アディポサイトカインを介したインスリン抵抗性が追加インスリン量に影響を与
えている可能性が示唆されたが，決して単純な関係ではなかった。また、肥満は基礎インスリンに影
響を与えているが、アディポサイトカインを介してインスリン抵抗性を高め，基礎インスリン必要量
を増加させているのではないことが明らかとなった。 
 本研究は、小児・思春期 1型糖尿病患者において肥満やアディポサイトカインが基礎インスリンと
追加インスリンの必要量を規定する因子である可能性を明らかにしたものであり、1型糖尿病診療に
おける管理技術の向上に寄与する点が大であると考えられた。よって本研究者は博士（医学）の学位
を授与されるに値するものと判定された。 
